




〔はじめに〕 

喘息児の治療においてなんら薬物療法をしなくても入院したというだけで,喘息発作が軽

減したということがよくあるが,逆に月一回の試験外泊においては,家庭に帰っただけで発

作をおこす児は多く,退院して家庭に復帰したにもかかわらず入院退院を繰り返す児も少

なくない。病院入院中に私たちが力をそそいで教える喘息教室での日常生活管理や鍛練療

法,排痰法も家庭ではうまくできていないことが多い。これは,患児をとりまく家庭環境が

問題の一つであると考えられる。そこで私たちは家庭訪問をして家庭の環境調査とそれに

適応する具体的な生活指導を行った。 


